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資料１



科学と社会委員会分科会の設置について 
 
 
分科会等名：ゲノム編集技術と社会に関する検討分科会 
 
１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

科学と社会委員会 

２ 委員の構 成 10名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的 ゲノム編集技術は様々な医療応用が期待される一方で、

生命倫理に係る問題も指摘されている。 

日本学術会議では、第 23期の課題別委員会「医学・医療領

域におけるゲノム編集技術のあり方検討委員会」において

ゲノム編集技術を医療に用いることの生命倫理上の問題点

などを検討し、９月に提言「我が国の医学・医療領域にお

けるゲノム編集技術のあり方」を発出した。 

それを踏まえ、本分科会においては、ゲノム編集技術の課

題と社会の関わりに関して、本年 11月に開催が予定されて

いるサイエンスアゴラにおいてシンポジウムを開催し、市

民目線で議論を深めていくことを目的とする。 

４ 審 議 事 項 ・ ゲノム編集技術と社会との関わりについての検討事項の

整理 

・ 公開シンポジウムにおける意見交換の進め方 

に関すること 

５ 設 置 期 間 平成 29年 10月 30日～平成 30年３月 31日 

６ 備    考 ※新規設置 
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